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○
傍
聴
場
所

・
嘉
麻
市
役
所

　
碓
井
庁
舎
３
階

（
議
場
及
び
委
員
会
室
）

○
傍
聴
手
続
き

・
傍
聴
人
受
付
名
簿
に
住

　
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記

　
　入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
傍
聴
時
の
注
意
事
項

・
議
場
で
の
言
論
に
対
し

て
拍
手
そ
の
他
の
方
法

　
に
よ
り
公
然
と
可
否
を

　
表
明
し
な
い
。

　※

こ
の
他

に
も
い
く
つ

　
　
か
注
意
事
項
が
あ
り

　
　
ま
す
。

◯
一
般
質
問
に
つ
い
て

・
時
間
制
限
は
、
質
問
45

　
分
、
答
弁
45
分
で
す
。

・
質
問
回
数
の
制
限
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

・
一
般
質
問
の
順
位
は
、

　
議
会
事
務
局
職
員
の
立

　
会
い
の
も
と
、
議
会
運

　
　営
委
員
会
の
正
副
委
員

　
長
が
行
い
ま
す
。

◎
次
の
議
会
は
、

　
８
月
29
日
に
開
会
の
予

　
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
嘉
麻
市
議

　
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
　覧
く
だ
さ
い
。

嘉
麻
市
議
会
に

行
っ
て
み
よ
う
♪

　 　市民の皆様が選んだ市議会議員の活動の場の一つである議会は、

　施政方針や、予算の使われ方などを知ることができる場所です。

　　嘉麻市をより良くするため様々な議論を行っています。

　　あなた自身の目で議会を見てみませんか。

開
会
予
定
の
１
週
間
前
に

更
新
し
て
い
ま
す
。
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消費税増税に伴う料金の見直し

委員会審査結果報告

委員会の動き

議案の結果一覧

人事案件・意見書

６月補正予算・永年の功労を表彰

特別委員会の設置

いっぱん質問

議会を傍聴してみよう

  議会だより議会だより議会だより

令和元年（2019）8月1日
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令
和
元
年
１０
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
及
び
地
方

消
費
税
率
が
８
％
か
ら
１０
％
へ
引
き
上
げ
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
施
設
使
用
料
等
の
適
切
な
転
嫁
を
図

る
た
め
、
使
用
料
等
の
見
直
し
に
関
す
る
条
例
の
改

正
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
伴
い
、
１０
月
１
日
よ
り
使
用
料
等
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
１０
月
１
日
以
後
の
利
用

に
係
る
使
用
料
等
で
、
１０
月
１
日
以
後
に
納
付
さ
れ

る
も
の
か
ら
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
市
バ
ス
の
運
賃
や
戸
籍
の

証
明
手
数
料
・
住
民
基
本
台
帳
の
証
明
手
数
料
・
印

鑑
登
録
に
関
す
る
手
数
料
な
ど
、
今
ま
で
通
り
と
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

消費税増税に伴う料金の見直し消費税増税に伴う料金の見直し消費税増税に伴う料金の見直し消費税増税に伴う料金の見直し
令和元年６月議案

   

  

～消費税ってどんな税？～

消費税とは？
買い物などに対して支払う税金で、広く公平に課

税される間接税です。（間接税とは、税金を納める

義務がある人と税金を負担する人が異なる税金の

ことです。）

消費税が引き上げられる理由は？
今後も、少子高齢化が進んでいき、社会保険料な

どの社会保障財源が必要となります。そのため、

特定の人に税金の負担が集中しない消費税が、高

齢化社会における社会保障の財源にふさわしいと

考えられているからです。

令和元年１０月１日から
　　　料金が変更になります！

足白ボルダリングセンター

施設使用料

新料金

５５０円／２時間

旧料金

５４０円／２時間

なつきの湯
新料金

区分

１２歳以上７０歳未満

７０歳以上又は障がい者

６歳以上１２歳未満

６歳未満

１人当たり

３３０円

２２０円

１６０円

回数券

３，３００円

　　　／１２回

２，２００円

　　　／１２回

１，６００円

　　　／１２回

１人当たり

３１０円

２１０円

１５０円

回数券

３，１５０円

　　　／１２回

２，１００円

　　　／１２回

１，５７０円

　　　／１２回

旧料金

無料無料

ゴミ袋・粗大ごみシール（家庭用）
新料金

燃えるゴミ袋（１０枚）

燃えないゴミ袋（１０枚）

空きかん・びん袋（１０枚）

ペットボトル袋（１０枚）

粗大ごみシール（１枚）

大　　　５５０円

小　　　３３０円

極小 　 １６５円

　　　　３３０円

大　　　５４０円

小　　　３２４円

極小 　 １６２円

      ３２４円

旧料金

一部紹介

※ペットボトル袋の極小サイズはありません。
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本
案
は
、
平
成
30
年
９

月
19
日
、
嘉
麻
市
桑
野
地

区
市
道
に
お
け
る
車
の
転

落
に
よ
る
人
身
事
故
に
伴

い
、
嘉
麻
市
職
員
４
名
が

福
岡
地
検
飯
塚
支
部
へ
書

類
送
検
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
市
行
政
の
責
任
者
と

し
て
、
自
ら
戒
め
る
た
め
、

市
長
及
び
副
市
長
の
給
料

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
７

月
１
日
か
ら
同
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ

る
現
行
の
給
料
額
か
ら
、

市
長
に
つ
い
て
は
１
０
０

分
の
15
を
、
副
市
長
に
つ

い
て
は
、
１
０
０
分
の
８

を
減
額
す
る
た
め
、
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
委
員
よ
り
、
減
額
の
根

拠
を
問
う
質
問
に
対
し
、

市
長
の
減
額
条
例
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
専
権
事
項

で
あ
り
、
過
去
の
事
例
等

を
勘
案
し
、
今
ま
で
で
一

番
重
い
処
分
を
選
択
し
た

も
の
で
あ
る
旨
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
い
ず
れ
も
、

稲
築
地
区
平
の
宅
地
造
成

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路

が
嘉
麻
市
の
所
有
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
道

路
を
新
た
に
市
道
路
線
と

し
て
認
定
す
る
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
路
線
名

は
、
稲
築
万
葉
台
団
地
１

号
線
、
２
号
線
、
３
号
線

と
な
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

、

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

現地調査の様子
位置図 （稲築地区平）

５
月
31
日

　
６
月
定
例
会
の
日
程

　
等
に
つ
い
て

６
月
25
日

　
定
例
会
最
終
日
の
日
程

　
等
に
つ
い
て

３
月
14
日

　
議
会
広
報
編
集

４
月
５
日

　
議
会
広
報
編
集

５
月
22
日

　
議
会
広
報
編
集

６
月
27
日

　
議
会
広
報
編
集

７
月
11
日

　
議
会
広
報
編
集

７
月
18
日

　
議
会
広
報
編
集

７
月
23
日

　
議
会
広
報
編
集

６
月
27
日

　
正
副
委
員
長
互
選

６
月
７
日

　
正
副
委
員
長
互
選
・

　
小
委
員
会
の
設
置
に

　
つ
い
て

６
月
20
日

　
議
会
報
告
会
に
関
す

　
る
小
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
つ
い
て

嘉
麻
市
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料
の
減
額
支
給

に
関
す
る
条
例

委員会
審査結果報告

総務財政委員会 

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

※民生文教委員会は付託案件がありませんでした。

（各委員会に付託された議案の審査結果は６ページ）

市長、副市長の給料を減額

  

廣瀬委員

中村委員田中委員

石原副委員長中嶋委員長

市
道
路
線
の
認
定
　
　

委
員
会
の
動
き

産業建設委員会  

新たに３路線を認定

豊田委員

坂口委員

田上副委員長

吉永委員

北冨委員長

議
会
運
営
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調

査

特

別

委

員

会

議
会
改
革
に
関
す
る

調

査

特

別

委

員

会

　方委員
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報
編
集

７
月
23
日

　
議
会
広
報
編
集

６
月
27
日

　
正
副
委
員
長
互
選

６
月
７
日

　
正
副
委
員
長
互
選
・

　
小
委
員
会
の
設
置
に

　
つ
い
て

６
月
20
日

　
議
会
報
告
会
に
関
す

　
る
小
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
つ
い
て

嘉
麻
市
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料
の
減
額
支
給

に
関
す
る
条
例

委員会
審査結果報告

総務財政委員会 

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

※民生文教委員会は付託案件がありませんでした。

（各委員会に付託された議案の審査結果は６ページ）

市長、副市長の給料を減額

  

廣瀬委員

中村委員田中委員

石原副委員長中嶋委員長

市
道
路
線
の
認
定
　
　

委
員
会
の
動
き

産業建設委員会  

新たに３路線を認定

豊田委員

坂口委員

田上副委員長

吉永委員

北冨委員長

議
会
運
営
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調

査

特

別

委

員

会

議
会
改
革
に
関
す
る

調

査

特

別

委

員

会

　方委員
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監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
次
の
方
を
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
松
岡 

源
太
郎 

氏

　
廣
瀬 

　
公
彦 

氏

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続

き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
　

　
犬
丸
　 

　隆
行 

氏

一
、
計
画
的
な
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
、
教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を

２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ

と
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

※○可　決

    ○可　決

議案第54号

　〃 第56号

総務財政委員会
市長及び副市長の給料の減額支給に関する条例

碓井住民センター条例等所要の改正

議案第55号

　〃 第59号

　〃 第60号

　〃 第61号

　〃 第62号

　〃 第63号

　〃 第64号

　〃 第65号

議案第53号

　〃 第66号

　〃 第67号

公園及び児童遊園条例の所要の改正

損害賠償の額を定めることについて

損害賠償の額を定めることについて

市道路線の認定

市道路線の認定

市道路線の認定

市道路線の変更

市道路線の変更

専決処分事項の承認（平成３１年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））

平成３１年度一般会計補正予算（第２号）

平成３１年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

○可　決

○可　決

○可　決

○可　決

○可　決

○可　決

○可　決

○可　決

　○承　認

※○可　決

　○可　決

議案第69号 物品購入契約の締結 ○可　決

産業建設委員会

予算特別委員会

その他

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

議案の結果一覧（6月定例会） ○…全会一致

△…賛成多数

※…討論あり

教
職
員
定
数
の
改
善

及
び
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
に

係
る
意
見
書

人事案件人事案件

意 見 書意 見 書

♦監査委員と教育委員会委員♦

監査委員は、地方自治法に定められていて、人格が高

潔で、市の財務管理・事業の経営管理・行政運営に対

し優れた意見をもつ人が、議会の同意を得て、市長よ

り任命されます。

教育委員会委員は、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律に定められていて、人格が高潔で、教育・学

術・文化に対し優れた意見をもつ人が、議会の同意を

得て、市長より任命されます。

♦今回提出された意見書の内容♦

“子どもたちのゆたかな学び”を実現するためには、

学校の先生が、教材の研究や授業の準備を十分に行う

ことが不可欠です。（公財）連合総合生活開発研究所

の報告によると、先生のひと月の時間外勤務が80時

間（過労死相当）となっていること等が明らかになり

ました。

　このような状況のため、先生が人間らしい働き方が

できるように、意見書を国会へ提出することとなりま

した。
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北
冨
敬
三
議
員

（写
真
右
）

　
在
職
１６
年
以
上

田
中
義
幸
議
員

（写
真
左
）

　
在
職
１０
年
以
上

　
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
市
政
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

さ
れ
、
６
月
定
例
会
の
最
終
日
、
本

会
議
場
に
お
い
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

一 般 会 計 　 　 　   1億5,981万円増額

国民健康保険特別会計 　 　 　    補正なし

介護保険特別会計 　 　    　 78万円増額

住宅新築資金特別会計　　　　　　　補正なし

一般会計補正の主なもの
（ 歳 入）

子ども･子育て支援事業費補助金    252万円                      

中山間地域等直接支払事業費補助金   200万円

一般コミュニティ助成事業補助金 　190万円

（ 歳 出）

ホームページ再構築業務委託料 　1,066万円

公共交通体系整備事業     　　　　1,180万円

集会所維持管理費        　　　　　3,947万円

嘉穂集（あつまる）集会所

総 額　　　　　　　　279億2,454万円

総 額　　　　　　　　　51億8,732万円

総 額　　　　　　　　　　6億2,254万円

総 額　　　　　　　　　57億6 ,659万円

総 額　　　　　　　　　　　　4,244万円

水 道 事 業 会計　　　　　　　　　　　補正なし

収益的支出　　　　　  　   6億4,783万円
資本的支出　　　　　　   10億6,381万円

後期高齢者医療特別会計　　　　     補正なし

６会計総額　　　　　412億5,508万円

６月補正予算
　
６
月
定
例
会
初
日
に
議

会
改
革
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

委
員
長
に
中
村
春
夫
氏
、

副
委
員
長
に
出
水
貴
之
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
最
終
日
に

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
委
員
長
に
中
嶋
廣
東

氏
、
副
委
員
長
に
岩
永
利

勝
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

※千円以下を切り捨てています。

- - - -k- - - -a- - - -m- - - -a- - - -s- - - -h- - - -i- - - -k- - - -a- - - -m- - - -a- - - -s- - - -h- - - -i- - - -k- - - -a- - - -m- - - -a- - - -- - - - - - - -

 

議
会
改
革
に
関
す
る

　
　
　
　
　調
査
特
別
委
員
会

 

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

　
　
　
　
　調
査
特
別
委
員
会

中
村
春
夫
委
員
長

出
水
貴
之
副
委
員
長

中
嶋
廣
東
委
員
長

岩
永
利
勝
副
委
員
長

　 議会改革に関する調査特別委員会設置要綱

１ 設置目的

　　　昨今の厳しい社会・経済情勢にかんがみ、議会

　　自らが改革を推進し、効率的な議会運営を目指す

　　ことにより、地方分権時代にふさわしく、より市

　　民に開かれた議会とするため、議会の組織、運営

　　等に関して調査・研究を行っていくものとする。

２ 名　称

　　　議会改革に関する調査特別委員会

３ 構成人員

　　　議員全員

４ 付託事項

　　　(1) 議会報告会について

　　　(2) 政治倫理について

　　　(3) その他議会改革に関連する事項

　 まちづくりに関する調査特別委員会設置要綱
１ 設置目的

　　　少子高齢化、人口減少により、地域産業や集落

　　等の機能維持に及ぼす影響が懸念されるなど、本

　　市を取り巻く状況は年々厳しいものとなるなか、　

　　「第２次嘉麻市総合計画」では、主に「定住促進」

　　と「人口規模に見合った効率的な行財政運営」を

　　施策課題とし、まちづくりに取組むこととしてい

　　る。また、新庁舎の建設に合わせ、各庁舎周辺地

　　域の整備や、公共施設・公共交通体系等の見直しが

    図られているところである。このような状況を受 

   け、 議会においても、本市のまちづくりに関して必

   要な調査・研究を行っていくものとする。

２ 名　称

　　　まちづくりに関する調査特別委員会

３ 構成人員

　　　議長を除く議員全員

４ 付託事項

　　　(1) 第２次嘉麻市総合計画に関する進捗状況と課

　　　　題解決に関する事項

　　　(2) 行財政改革の推進に関する事項

　　　(3) 新庁舎及び地域整備・地域公共交通に関する

　　　　　事項
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　　ことにより、地方分権時代にふさわしく、より市

　　民に開かれた議会とするため、議会の組織、運営

　　等に関して調査・研究を行っていくものとする。

２ 名　称

　　　議会改革に関する調査特別委員会

３ 構成人員

　　　議員全員

４ 付託事項

　　　(1) 議会報告会について

　　　(2) 政治倫理について

　　　(3) その他議会改革に関連する事項

　 まちづくりに関する調査特別委員会設置要綱
１ 設置目的

　　　少子高齢化、人口減少により、地域産業や集落

　　等の機能維持に及ぼす影響が懸念されるなど、本

　　市を取り巻く状況は年々厳しいものとなるなか、　

　　「第２次嘉麻市総合計画」では、主に「定住促進」

　　と「人口規模に見合った効率的な行財政運営」を

　　施策課題とし、まちづくりに取組むこととしてい

　　る。また、新庁舎の建設に合わせ、各庁舎周辺地

　　域の整備や、公共施設・公共交通体系等の見直しが

    図られているところである。このような状況を受 

   け、 議会においても、本市のまちづくりに関して必

   要な調査・研究を行っていくものとする。

２ 名　称

　　　まちづくりに関する調査特別委員会

３ 構成人員

　　　議長を除く議員全員

４ 付託事項

　　　(1) 第２次嘉麻市総合計画に関する進捗状況と課

　　　　題解決に関する事項

　　　(2) 行財政改革の推進に関する事項

　　　(3) 新庁舎及び地域整備・地域公共交通に関する

　　　　　事項



紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1011

いっぱん質問いっぱん質問

藤　　伸一　議員藤　　伸一　議員豊田　一元　議員豊田　一元　議員

藤　　伸一　議員

田上　孝樹　議員

出水　貴之　議員

石原　浩二　議員

廣瀨　公彦　議員

学校給食の段階的な無償化の取り組みは……11P

地区防災計画の策定は…………………………12P

日本版ＤＭＯを目指す必要があるのでは……13P

豪雨災害復旧工事はどのくらい完了しているのか
……………………………………………………14P

市内の全面通行止の箇所数は…………………15P

豊田　一元　議員

中村　春夫　議員

中嶋　時夫　議員

畠中　博文　議員

田中　義幸　議員

八丁トンネル開通に伴う活性化策への期待は…11P

市道及び公園の草刈り基準は…………………12P

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の
制定を……………………………………………13P

(旧)足白小学校 宿泊施設(カホ・アルペ)の
開業時期は………………………………………14P

老木になったソメイヨシノ桜はどうする……15P

問 八丁トンネル開通に伴う
　 活性化策への期待は

答　交流人口・交通量増加による
　観光集客や産業振興に期待する

問 学校給食の段階的な
　 無償化の取り組みは

答 財源の確保や先進事例を
　 収集し、調査研究を行う　

行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

質
　
学
校
給
食
を
完
全
無

償
化
し
た
場
合
の
予
算
は
。

柴
田
学
校
教
育
課
長
　
全

て
の
生
徒
を
無
償
化
し
た

場
合
は
、
年
間
約
６
０
０

０
～
７
０
０
０
万
円
が
必

要
と
な
る
。

質
　
財
源
的
に
難
し
け
れ

ば
、
特
定
の
学
年
や
、
兄

弟
姉
妹
３
人
以
上
在
籍
し

て
い
る
家
庭
の
第
３
子
以

降
を
無
償
化
す
る
方
法
は
。

そ
の
場
合
の
予
算
は
。

学
校
教
育
課
長
　
状
況
に

よ
り
変
動
す
る
が
、
年
間

約
９
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
と
な
る
。

質
　
今
後
の
段
階
的
な
無

償
化
の
取
り
組
み
は
。

赤
間
市
長
　
継
続
的
な
財

源
確
保
の
検
討
と
、
導
入

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に

調
査
研
究
を
指
示
し
て
い

く
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の

設
置

質
　
葬
儀
後
の
役
所
で
の

手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
と

の
市
民
の
声
は
届
い
て
い

る
か
。

野
川
市
民
課
長
　
複
数
の

部
署
で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

る
。

質
　
幾
つ
も
の
窓
口
を
回

る
手
続
き
を
一
括
し
、
手

助
け
す
る
窓
口
開
設
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
る
が
。

市
民
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。

質
　
新
庁
舎
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
「
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
」
の
窓
口
設
置

を
提
案
す
る
。

市
長
　
市
民
の
負
担
軽
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

時
間
短
縮
等
を
含
め
、
担

当
課
へ
指
示
し
て
、
検
討

す
る
。

※

他
に
教
育
行
政
（
ト
イ

レ
の
洋
式
化
・
学
校
教
育

の
国
際
化
に
向
け
た
取
り

組
み
）
に
つ
い
て
質
問
。

質
　
第
２
次
総
合
計
画
に

係
る
八
丁
ト
ン
ネ
ル
嘉
麻

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の
本
市

に
お
け
る
活
性
化
へ
の
期

待
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
近

隣
市
町
村
と
の
ア
ク
セ
ス

改
善
に
よ
り
交
流
人
口
や

交
通
量
増
加
で
観
光
集
客
、

産
業
振
興
に
期
待
で
き
る
。

質
　
工
業
団
地
造
成
に
つ

い
て
は
未
だ
に
実
現
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
進
め

方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
平
成
28

年
度
適
地
調
査
候
補
地
の

再
検
証
及
び
市
内
全
域
の

適
地
調
査
再
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

質
　
今
議
会
に
お
い
て
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
博

多
区
に
置
く
補
正
予
算
計

上
が
あ
っ
た
が
、
企
業
誘

致
促
進
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
営
業
拠

点
と
し
て
企
業
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業

の
事
業
計
画
な
ど
の
情
報

収
集
、
進
出
可
能
性
の
あ

る
企
業
の
誘
致
活
動
を
行

い
た
い
。

質
　
国
道
3
2
2
号
と

　
　

　　　　
号
沿
線
の
史
跡
や

観
光
資
源
・
特
産
品
を
利

用
し
た
観
光
集
客
の
取
り

組
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
朝
倉
嘉

麻
観
光
協
議
会
を
定
期
的

　っ
て
い
る
。
開
通
後
は
嘉

　ル
ー
ツ
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

計
画
し
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画

質
　
昨
年
12
月
に
、
49
施

設
の
見
直
し
計
画
が
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。
公
共
施

設
の
解
体
、
用
途
廃
止
は

市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

配
置
が
重
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
活
用
検
討
と
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

大
村
企
画
財
政
課
長
　
現

状
、
具
体
的
見
直
し
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し

て
い
な
い
。
施
設
が
地
域

の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
で
あ
る
場
合
は
、
別

途
地
域
振
興
計
画
案
を
定

め
る
と
し
て
お
り
、
地
域

代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
会

議
な
ど
想
定
し
て
い
る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
増
へ
の
取
組
み
と
運

用
実
績
に
つ
い
て
質
問
。

に
開
催
し
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行

2
1
1

穂
ア
ル
プ
ス
や
両
市
の
フ



紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1011

いっぱん質問いっぱん質問

藤　　伸一　議員藤　　伸一　議員豊田　一元　議員豊田　一元　議員

藤　　伸一　議員

田上　孝樹　議員

出水　貴之　議員

石原　浩二　議員

廣瀨　公彦　議員

学校給食の段階的な無償化の取り組みは……11P

地区防災計画の策定は…………………………12P

日本版ＤＭＯを目指す必要があるのでは……13P

豪雨災害復旧工事はどのくらい完了しているのか
……………………………………………………14P

市内の全面通行止の箇所数は…………………15P

豊田　一元　議員

中村　春夫　議員

中嶋　時夫　議員

畠中　博文　議員

田中　義幸　議員

八丁トンネル開通に伴う活性化策への期待は…11P

市道及び公園の草刈り基準は…………………12P

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の
制定を……………………………………………13P

(旧)足白小学校 宿泊施設(カホ・アルペ)の
開業時期は………………………………………14P

老木になったソメイヨシノ桜はどうする……15P

問 八丁トンネル開通に伴う
　 活性化策への期待は

答　交流人口・交通量増加による
　観光集客や産業振興に期待する

問 学校給食の段階的な
　 無償化の取り組みは

答 財源の確保や先進事例を
　 収集し、調査研究を行う　

行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

質
　
学
校
給
食
を
完
全
無

償
化
し
た
場
合
の
予
算
は
。

柴
田
学
校
教
育
課
長
　
全

て
の
生
徒
を
無
償
化
し
た

場
合
は
、
年
間
約
６
０
０

０
～
７
０
０
０
万
円
が
必

要
と
な
る
。

質
　
財
源
的
に
難
し
け
れ

ば
、
特
定
の
学
年
や
、
兄

弟
姉
妹
３
人
以
上
在
籍
し

て
い
る
家
庭
の
第
３
子
以

降
を
無
償
化
す
る
方
法
は
。

そ
の
場
合
の
予
算
は
。

学
校
教
育
課
長
　
状
況
に

よ
り
変
動
す
る
が
、
年
間

約
９
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
と
な
る
。

質
　
今
後
の
段
階
的
な
無

償
化
の
取
り
組
み
は
。

赤
間
市
長
　
継
続
的
な
財

源
確
保
の
検
討
と
、
導
入

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に

調
査
研
究
を
指
示
し
て
い

く
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の

設
置

質
　
葬
儀
後
の
役
所
で
の

手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
と

の
市
民
の
声
は
届
い
て
い

る
か
。

野
川
市
民
課
長
　
複
数
の

部
署
で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

る
。

質
　
幾
つ
も
の
窓
口
を
回

る
手
続
き
を
一
括
し
、
手

助
け
す
る
窓
口
開
設
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
る
が
。

市
民
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。

質
　
新
庁
舎
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
「
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
」
の
窓
口
設
置

を
提
案
す
る
。

市
長
　
市
民
の
負
担
軽
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

時
間
短
縮
等
を
含
め
、
担

当
課
へ
指
示
し
て
、
検
討

す
る
。

※

他
に
教
育
行
政
（
ト
イ

レ
の
洋
式
化
・
学
校
教
育

の
国
際
化
に
向
け
た
取
り

組
み
）
に
つ
い
て
質
問
。

質
　
第
２
次
総
合
計
画
に

係
る
八
丁
ト
ン
ネ
ル
嘉
麻

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の
本
市

に
お
け
る
活
性
化
へ
の
期

待
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
近

隣
市
町
村
と
の
ア
ク
セ
ス

改
善
に
よ
り
交
流
人
口
や

交
通
量
増
加
で
観
光
集
客
、

産
業
振
興
に
期
待
で
き
る
。

質
　
工
業
団
地
造
成
に
つ

い
て
は
未
だ
に
実
現
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
進
め

方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
平
成
28

年
度
適
地
調
査
候
補
地
の

再
検
証
及
び
市
内
全
域
の

適
地
調
査
再
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

質
　
今
議
会
に
お
い
て
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
博

多
区
に
置
く
補
正
予
算
計

上
が
あ
っ
た
が
、
企
業
誘

致
促
進
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
営
業
拠

点
と
し
て
企
業
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業

の
事
業
計
画
な
ど
の
情
報

収
集
、
進
出
可
能
性
の
あ

る
企
業
の
誘
致
活
動
を
行

い
た
い
。

質
　
国
道
3
2
2
号
と

　
　

　　　　
号
沿
線
の
史
跡
や

観
光
資
源
・
特
産
品
を
利

用
し
た
観
光
集
客
の
取
り

組
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
朝
倉
嘉

麻
観
光
協
議
会
を
定
期
的

　っ
て
い
る
。
開
通
後
は
嘉

　ル
ー
ツ
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

計
画
し
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画

質
　
昨
年
12
月
に
、
49
施

設
の
見
直
し
計
画
が
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。
公
共
施

設
の
解
体
、
用
途
廃
止
は

市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

配
置
が
重
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
活
用
検
討
と
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

大
村
企
画
財
政
課
長
　
現

状
、
具
体
的
見
直
し
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し

て
い
な
い
。
施
設
が
地
域

の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
で
あ
る
場
合
は
、
別

途
地
域
振
興
計
画
案
を
定

め
る
と
し
て
お
り
、
地
域

代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
会

議
な
ど
想
定
し
て
い
る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
増
へ
の
取
組
み
と
運

用
実
績
に
つ
い
て
質
問
。

に
開
催
し
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行

2
1
1

穂
ア
ル
プ
ス
や
両
市
の
フ
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員中村　春夫　議員中村　春夫　議員
問 市道及び公園の草刈り基準は

答　毎年計画的に年２回程度の
　 除草作業を行っている

問 地区防災計画の策定は

答　地域の災害対応力の向上に
　　大きく貢献できると考える

出水　貴之　議員出水　貴之　議員中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員
問 部落差別をはじめあらゆる
　 差別をなくす条例の制定を

答　県の条例を参考に今年度中に
　　考えていく

問 日本版ＤＭＯを目指す必要が
　　あるのでは

答　観光振興にとって有効である
　 と考えている

質
　
国
の
防
災
計
画
が
あ

り
、
自
治
体
が
立
て
る
地

域
防
災
計
画
が
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
町
会
、
自
治
会
、

商
店
街
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
災
害
時
の

避
難
方
法
な
ど
を
自
ら
立

案
す
る
、
地
区
防
災
計
画

が
平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
で
自
治
体
の
行
政
機

能
が
麻
痺
し
た
の
を
教
訓

に
、
26
年
4
月
に
導
入
さ

れ
た
。
本
市
で
の
地
区
防

災
計
画
の
策
定
は
。

大
野
防
災
対
策
課
長
　
当

市
内
で
地
区
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
地
域
は
な

い
。

質
　
地
区
防
災
計
画
の
策

定
が
嘉
麻
市
全
体
の
災
害

対
応
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
が
。

防
災
対
策
課
長
　
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
、
行
政

自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。
公
助
の

限
界
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
自
助
・
共

助
が
重
要
と
な
り
地
域
の

組
織
で
作
る
地
区
防
災
計

画
は
、
地
域
の
災
害
対
応

力
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

と
考
え
る
。

質
　
防

災

と

は
、
自

助
・

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
共
助
の
部
分
を

膨
ら
ま
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

防
災
対
策
課
長
　
今
現
在
、

市
内
に
11
の
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
地
区
防
災
計
画
の

内
容
、
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
き
た
い
。

嘉
麻
、
飯
塚
自
転
車
道
の

考
え
は

質
　
近
隣
で
は
、
飯
塚
直

方
自
転
車
道
、
直
方
北
九

州
自
転
車
道
な
ど
県
内
に

は
多
く
の
自
転
車
道
（
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
が

あ
る
。
嘉
麻
市
も
自
転
車

道
を
整
備
し
て
飯
塚
直
方

自
転
車
道
に
接
続
し
て
は

と
考
え
る
が
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
現
時
点

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
や
計
画
は
な
い
。

今
後
、
要
望
が
数
多
く
出

れ
ば
検
討
し
関
係
各
位
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
市
道
及
び
公
園
の
草

刈
り
基
準
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
内
の

主
要
道
路
と
公
園
は
年
２

回
程
度
、
計
画
的
に
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
上
山
田
地
区
サ
ル
ビ

ア
道
路
も
市
の
主
要
道
路

の
た
め
除
草
作
業
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

産
廃
場
関
係

質
　
熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法

投
棄
問
題
の
状
況
は
。

溝
口
環
境
課
長
　
ミ
ニ
処

分
場
と
考
え
、
国
、
県
、

市
の
協
議
の
結
果
、

今
月

末
よ
り
覆
土
に
よ
る
植
生

回
復

を
行

う

計

画

で
あ

る
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

の
状
況
は
。

環
境
課
長
　
現
在
、
覆
土

に
向
け
附
帯
設
備
の
整
備

中
で
あ
る
。

質
　
火
災
し
た
百
々
谷
中

間
処
分
場
の
搬
出
の
状
況

は
。

環
境
課
長
　
本
年
５
月
17

日
ま
で
の
搬
出
量
は
16
業

者

に
よ
る
４
０
６
４
ｔ
で
、

今
後
14
業
者
に
よ
る
１
万

３
４
７
ｔ
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
熊
ヶ
畑
最
終
処
分
場
の

許
可
申
請
は
。

環
境
課
長
　
県
が
、
平
成

29
年
11
月
に
掘
削
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
問
題
な

か
っ
た
た
め
、
平
成
35
年

12
月
ま
で
許
可
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
隣

接

し
て
い
る
ミ
ニ

処
分
場
が
整
地
さ
れ
て
い

る
。
産
廃
場
と
し
て
の
役

割
が
終
わ
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
覆
土
を
終
え
事

業
を
終
了
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

質
　
環
境
保
全
協
定
書
に

つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
本
年
３
月
７

日
付
で
締
結
を
行
っ
て
い

る
。

質
　
産
廃
場
と
市
有
地
の

境
界
の
協
議
は
。

石
坂
管
財
課
長
　
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
事
業

者
所
有
の
土
地
を
市
が
購

入
し
、
ミ
ニ
処
分
場
側
の

市
有
地
を
同
等
面
積
で
事

業
者
に
売
却
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
測
量
等
を
行
い

分
筆
作
業
中
で
あ
る
。
水

道

局

で
は
、

水

道

管

埋

設
地
の
購
入
事
務
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
第
２
次
嘉
麻
市
観
光

振
興
基
本
計
画
の
成
果
目

標
の
達
成
状
況
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
観

光
入
込
客
数
は
、
目
標
が

令
和
3
年
に
１
６
３
万
人

に
対
し
て
、
平
成
29
年
で

１
０
４
万
人
。
一
人
当
た

り
の
観
光
消
費
額
は
、
目

標
が
１
２
０
０
円
に
対
し

て
８
３
６
円
と
な
っ
て
お

り
、
苦
戦
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
　
計
画
の
見
直
し
、
評

価
・
改
善
は
い
つ
頃
か
。

産
業
振
興
課
長
　
今
年
度
、

中
間
検
証
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

質
　
国
は
、
観
光
振
興
に

つ
い
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
は
、
国
か
ら

優
先
的
な
補
助
、
支
援
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
市
も

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
市
の

観
光
振
興
に
と
っ
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
に
関
し
て
市
長
の

見
解
は
。

赤
間
市
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

を
目
指
す
た
め
に
は
、
専

門
人
材
の
配
置
や
運
営
資

金
の
確
保
も
課
題
と
な
る
。

国
や
県
の
支
援
も
活
用
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
を
視

野
に
入
れ
た
観
光
振
興
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

著
名
人
を
生
か
し
た
取
り

組
み

質
　
つ
か
こ
う
へ
い
氏
は

嘉
麻
市
出
身
で
、
同
級
生

有
志
が
、
生
誕
70
年
記
念

展
を
昨
年
開
催
し
た
。
４

０
０
名
以
上
の
来
場
者
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
企
画
展

に
つ
い
て
認
識
は
。

産
業
振
興
課
長
　
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
企
画
展
の
貴
重
な
資

料
を
嘉
麻
市
の
共
有
財
産

と
し
て
、
市
の
施
設
で
保

管
・
保
存
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
人
が

故
人
で
あ
り
、
ま
た
遺
族

の
意
向
や
著
作
権
の
問
題
、

保
管
場
所
な
ど
、
関
係
各

所
で
の
協
議
が
必
要
。

質
　
常
設
展
示
の
可
能
性

は
ど
う
か
。

市
長
　
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
あ
る
。

関
係
各
所
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
入
込
客
数
と
は
、
１

年
間
に
嘉
麻
市
に
訪
れ
た

観
光
客
の
人
数

日

本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
“稼
げ
る
”

観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
舵
取
り
役
と

な
る
法
人

質
　
若
い
教
職
員
の
部
落

問
題
に
対
す
る
研
修
に
ど

う
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

　
平
成
31
年
の
調
査
で
は
、

部
落
問
題
に
関
す
る
認
識

や
法
律
・
制
度
・
用
語
等

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
と

答
え
た
割
合
が
、
若
い
教

職
員
ほ
ど
低
か
っ
た
。
夏

季
休
業
中
に
、
全
教
職
員

を
対
象
と
し
た
人
権
同
和

教
育
研
修
会
を
開
催
し
、

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
の
習
得
及
び
意
識
の
向

上
を
図
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
部
落
の
実

態
を
調
査
し
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

頼
金
人
権
同
和
対
策
課
長

　
国
か
ら
実
態
調
査
の
依

頼
が
あ
っ
た
。
福
岡
県
の

条
例
を
参
考
に
部
落
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
解
決
の
た
め

の
条
例
制
定
を
今
年
度
中

に
考
え
て
い
く
。

隣
組
長
の
公
務
災
害
問
題

質
　
稲
築
地
区
の
隣
組
長

は
身
分
の
保
証
が
な
い
。

他
の
山
田
・
碓
井
・
嘉
穂

地
区
の
隣
組
長
は
、
区
長

と
同
じ
く
非
常
勤
特
別
職

で
あ
る
。
隣
組
長
と
し
て

同
じ
業
務
を
し
、
ケ
ガ
を

し
て
も
稲
築
地
区
の
隣
組

長
は
公
務
災
害
の
対
象
と

な
ら
な
い
。
公
正
・
公
平

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
来
年
の

地
方
公
務
員
法
改
正
に
併

せ
て
、
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

広
報
紙
の
配
布
問
題

質
　
自
治
会
の
未
加
入
世

帯
数
が
５
８
０
４
世
帯
で
、

全
世
帯
の
30
％
を
超
え
て

い
る
。
行
政
の
情
報
は
、

市
民
の
知
る
権
利
や
生
存

権
に
関
わ
る
事
柄
だ
。
広

報
紙
の
配
布
問
題
は
深
刻

で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。

総
務
課
長
　
行
政
区
加
入

者
に
は
、
広
報
紙
を
配
布

し
て
い
る
が
、
未
加
入
世

帯
に
は
こ
の
行
政
情
報
が

届
い
て
い
な
い
。
地
方
公

務
員
法
の
改
正
と
併
せ
て

調
査
研
究
す
る
。
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田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員中村　春夫　議員中村　春夫　議員
問 市道及び公園の草刈り基準は

答　毎年計画的に年２回程度の
　 除草作業を行っている

問 地区防災計画の策定は

答　地域の災害対応力の向上に
　　大きく貢献できると考える

出水　貴之　議員出水　貴之　議員中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員
問 部落差別をはじめあらゆる
　 差別をなくす条例の制定を

答　県の条例を参考に今年度中に
　　考えていく

問 日本版ＤＭＯを目指す必要が
　　あるのでは

答　観光振興にとって有効である
　 と考えている

質
　
国
の
防
災
計
画
が
あ

り
、
自
治
体
が
立
て
る
地

域
防
災
計
画
が
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
町
会
、
自
治
会
、

商
店
街
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
災
害
時
の

避
難
方
法
な
ど
を
自
ら
立

案
す
る
、
地
区
防
災
計
画

が
平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
で
自
治
体
の
行
政
機

能
が
麻
痺
し
た
の
を
教
訓

に
、
26
年
4
月
に
導
入
さ

れ
た
。
本
市
で
の
地
区
防

災
計
画
の
策
定
は
。

大
野
防
災
対
策
課
長
　
当

市
内
で
地
区
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
地
域
は
な

い
。

質
　
地
区
防
災
計
画
の
策

定
が
嘉
麻
市
全
体
の
災
害

対
応
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
が
。

防
災
対
策
課
長
　
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
、
行
政

自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。
公
助
の

限
界
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
自
助
・
共

助
が
重
要
と
な
り
地
域
の

組
織
で
作
る
地
区
防
災
計

画
は
、
地
域
の
災
害
対
応

力
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

と
考
え
る
。

質
　
防

災

と

は
、
自

助
・

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
共
助
の
部
分
を

膨
ら
ま
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

防
災
対
策
課
長
　
今
現
在
、

市
内
に
11
の
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
地
区
防
災
計
画
の

内
容
、
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
き
た
い
。

嘉
麻
、
飯
塚
自
転
車
道
の

考
え
は

質
　
近
隣
で
は
、
飯
塚
直

方
自
転
車
道
、
直
方
北
九

州
自
転
車
道
な
ど
県
内
に

は
多
く
の
自
転
車
道
（
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
が

あ
る
。
嘉
麻
市
も
自
転
車

道
を
整
備
し
て
飯
塚
直
方

自
転
車
道
に
接
続
し
て
は

と
考
え
る
が
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
現
時
点

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
や
計
画
は
な
い
。

今
後
、
要
望
が
数
多
く
出

れ
ば
検
討
し
関
係
各
位
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
市
道
及
び
公
園
の
草

刈
り
基
準
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
内
の

主
要
道
路
と
公
園
は
年
２

回
程
度
、
計
画
的
に
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
上
山
田
地
区
サ
ル
ビ

ア
道
路
も
市
の
主
要
道
路

の
た
め
除
草
作
業
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

産
廃
場
関
係

質
　
熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法

投
棄
問
題
の
状
況
は
。

溝
口
環
境
課
長
　
ミ
ニ
処

分
場
と
考
え
、
国
、
県
、

市
の
協
議
の
結
果
、

今
月

末
よ
り
覆
土
に
よ
る
植
生

回
復

を
行

う

計

画

で
あ

る
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

の
状
況
は
。

環
境
課
長
　
現
在
、
覆
土

に
向
け
附
帯
設
備
の
整
備

中
で
あ
る
。

質
　
火
災
し
た
百
々
谷
中

間
処
分
場
の
搬
出
の
状
況

は
。

環
境
課
長
　
本
年
５
月
17

日
ま
で
の
搬
出
量
は
16
業

者

に
よ
る
４
０
６
４
ｔ
で
、

今
後
14
業
者
に
よ
る
１
万

３
４
７
ｔ
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
熊
ヶ
畑
最
終
処
分
場
の

許
可
申
請
は
。

環
境
課
長
　
県
が
、
平
成

29
年
11
月
に
掘
削
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
問
題
な

か
っ
た
た
め
、
平
成
35
年

12
月
ま
で
許
可
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
隣

接

し
て
い
る
ミ
ニ

処
分
場
が
整
地
さ
れ
て
い

る
。
産
廃
場
と
し
て
の
役

割
が
終
わ
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
覆
土
を
終
え
事

業
を
終
了
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

質
　
環
境
保
全
協
定
書
に

つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
本
年
３
月
７

日
付
で
締
結
を
行
っ
て
い

る
。

質
　
産
廃
場
と
市
有
地
の

境
界
の
協
議
は
。

石
坂
管
財
課
長
　
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
事
業

者
所
有
の
土
地
を
市
が
購

入
し
、
ミ
ニ
処
分
場
側
の

市
有
地
を
同
等
面
積
で
事

業
者
に
売
却
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
測
量
等
を
行
い

分
筆
作
業
中
で
あ
る
。
水

道

局

で
は
、

水

道

管

埋

設
地
の
購
入
事
務
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
第
２
次
嘉
麻
市
観
光

振
興
基
本
計
画
の
成
果
目

標
の
達
成
状
況
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
観

光
入
込
客
数
は
、
目
標
が

令
和
3
年
に
１
６
３
万
人

に
対
し
て
、
平
成
29
年
で

１
０
４
万
人
。
一
人
当
た

り
の
観
光
消
費
額
は
、
目

標
が
１
２
０
０
円
に
対
し

て
８
３
６
円
と
な
っ
て
お

り
、
苦
戦
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
　
計
画
の
見
直
し
、
評

価
・
改
善
は
い
つ
頃
か
。

産
業
振
興
課
長
　
今
年
度
、

中
間
検
証
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

質
　
国
は
、
観
光
振
興
に

つ
い
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
は
、
国
か
ら

優
先
的
な
補
助
、
支
援
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
市
も

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
市
の

観
光
振
興
に
と
っ
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
に
関
し
て
市
長
の

見
解
は
。

赤
間
市
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

を
目
指
す
た
め
に
は
、
専

門
人
材
の
配
置
や
運
営
資

金
の
確
保
も
課
題
と
な
る
。

国
や
県
の
支
援
も
活
用
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
を
視

野
に
入
れ
た
観
光
振
興
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

著
名
人
を
生
か
し
た
取
り

組
み

質
　
つ
か
こ
う
へ
い
氏
は

嘉
麻
市
出
身
で
、
同
級
生

有
志
が
、
生
誕
70
年
記
念

展
を
昨
年
開
催
し
た
。
４

０
０
名
以
上
の
来
場
者
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
企
画
展

に
つ
い
て
認
識
は
。

産
業
振
興
課
長
　
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
企
画
展
の
貴
重
な
資

料
を
嘉
麻
市
の
共
有
財
産

と
し
て
、
市
の
施
設
で
保

管
・
保
存
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
人
が

故
人
で
あ
り
、
ま
た
遺
族

の
意
向
や
著
作
権
の
問
題
、

保
管
場
所
な
ど
、
関
係
各

所
で
の
協
議
が
必
要
。

質
　
常
設
展
示
の
可
能
性

は
ど
う
か
。

市
長
　
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
あ
る
。

関
係
各
所
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
入
込
客
数
と
は
、
１

年
間
に
嘉
麻
市
に
訪
れ
た

観
光
客
の
人
数

日

本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
“稼
げ
る
”

観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
舵
取
り
役
と

な
る
法
人

質
　
若
い
教
職
員
の
部
落

問
題
に
対
す
る
研
修
に
ど

う
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

　
平
成
31
年
の
調
査
で
は
、

部
落
問
題
に
関
す
る
認
識

や
法
律
・
制
度
・
用
語
等

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
と

答
え
た
割
合
が
、
若
い
教

職
員
ほ
ど
低
か
っ
た
。
夏

季
休
業
中
に
、
全
教
職
員

を
対
象
と
し
た
人
権
同
和

教
育
研
修
会
を
開
催
し
、

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
の
習
得
及
び
意
識
の
向

上
を
図
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
部
落
の
実

態
を
調
査
し
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

頼
金
人
権
同
和
対
策
課
長

　
国
か
ら
実
態
調
査
の
依

頼
が
あ
っ
た
。
福
岡
県
の

条
例
を
参
考
に
部
落
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
解
決
の
た
め

の
条
例
制
定
を
今
年
度
中

に
考
え
て
い
く
。

隣
組
長
の
公
務
災
害
問
題

質
　
稲
築
地
区
の
隣
組
長

は
身
分
の
保
証
が
な
い
。

他
の
山
田
・
碓
井
・
嘉
穂

地
区
の
隣
組
長
は
、
区
長

と
同
じ
く
非
常
勤
特
別
職

で
あ
る
。
隣
組
長
と
し
て

同
じ
業
務
を
し
、
ケ
ガ
を

し
て
も
稲
築
地
区
の
隣
組

長
は
公
務
災
害
の
対
象
と

な
ら
な
い
。
公
正
・
公
平

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
来
年
の

地
方
公
務
員
法
改
正
に
併

せ
て
、
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

広
報
紙
の
配
布
問
題

質
　
自
治
会
の
未
加
入
世

帯
数
が
５
８
０
４
世
帯
で
、

全
世
帯
の
30
％
を
超
え
て

い
る
。
行
政
の
情
報
は
、

市
民
の
知
る
権
利
や
生
存

権
に
関
わ
る
事
柄
だ
。
広

報
紙
の
配
布
問
題
は
深
刻

で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。

総
務
課
長
　
行
政
区
加
入

者
に
は
、
広
報
紙
を
配
布

し
て
い
る
が
、
未
加
入
世

帯
に
は
こ
の
行
政
情
報
が

届
い
て
い
な
い
。
地
方
公

務
員
法
の
改
正
と
併
せ
て

調
査
研
究
す
る
。
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

石原　浩二　議員石原　浩二　議員畠中　博文　議員畠中　博文　議員
問 (旧)足白小学校 宿泊施設
　　(カホ・アルペ)の開業時期は

答　来年３月の開業を
　 目指している

問 豪雨災害復旧工事は
　　どのくらい完了しているのか

答　本年度中に発注予定

廣瀨　公彦　議員廣瀨　公彦　議員田中　義幸　議員田中　義幸　議員
問 老木になったソメイヨシノ
　 桜はどうする

答　行政区と相談し伐採する

問 市内の全面通行止の箇所数は

答　８箇所が全面通行止と
　　なっている

質
　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
の
復
旧
費
と
し
て
30
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
３
ヶ

年
計
画
で
復
旧
す
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。
道
路
の

陥
没
や
崩
壊
、
山
林
の
地

滑
り
等
に
よ
る
崩
落
、
農

地
崩
壊
な
ど
数
百
箇
所
に

及
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で

ど
の
く
ら
い
復
旧
工
事
は

完
了
し
て
い
る
の
か
。

髙
﨑
土

木

課

長
　
道

路
、

河
川
施
設
の
災
害
箇
所
は

合
計
１
８
４
箇
所
で
、
こ

れ
ま
で
１
１
４
箇
所
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。

井
桁
農
林
振
興
課
長
　
農

業
用
施
設
の
災
害
箇
所
は

７
０
２
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
１
９
８
箇
所
の
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

林
道
施
設
の
災
害
箇
所
は

１
４
９
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
41
箇
所
の
工
事
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
現
在
工
事
中
の
箇
所

と
本
年
度
に
発
注
予
定
の

箇
所
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

土
木
課
長
　
現
在
18
箇
所

を
施
工
中
で
、
残
り
52
箇

所
は
、
今
年
度
中
に
発
注

予
定
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長
　
農
業
用

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

64
箇
所
、
残
り
４
４
０
箇

所
は
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

56
箇
所
で
、
残
り
52
箇
所

は
、
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。

意
見
　
災
害
箇
所
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
市
民
は
安

心
す
る
と
思
う
の
で
今
後

と
も
迅
速
な
対
応
を
願
う
。

二
次
災
害
へ
の
対
応

質
　
今
年
も
梅
雨
が
近
づ

い
て
い
る
。
復
旧
工
事
が

完
了
し
て
い
な
い
。
二
次

災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ

る
箇
所
の
復
旧
工
事
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長
　
職
員
が
現
地

を
確
認
し
、
応
急
工
事
が

必
要
と
判
断
し
た
箇
所
は
、

業
者
に
指
示
し
工
事
を
し

て
い
る
。
土
木
課
と
し
て

は
危
険
性
の
高
い
箇
所
、

公
共
性
の
高
い
箇
所
を
優

先
に
考
え
て
い
る
。

質
　(

旧)

足
白
小
学
校 

宿

泊
施
設

(

カ
ホ
・
ア
ル
ペ)

開
業
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
当

初
、
今
年
の
夏
頃
の
開
業

予
定
で
あ
っ
た
が
、
工
事

車
両
等
の
侵
入
路
確
保
の

関
係
か
ら
外
構
工
事
の
発

注
時
期
を
遅
ら
せ
た
こ
と
、

開
業
準
備
期
間
が
３
カ
月

で
は
な
く
最
低
で
も
６
カ

月
程
度
必
要
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

開
業
が
遅
れ
て
い
る
。

質
　
工
事
全
体
の
完
了
時

期
は
。

産
業
振
興
課
長
　
本
年
６
月

末
を
予
定
。

質
　
市
の
費
用
負
担
割
合

は
。

産
業
振
興
課
長
　
整
備
関

係
予
算
４
億
６
２
４
３
万

８
千
円
の
う
ち
、
国
庫
補

助
金
２
億
２
３
８
９
万
５

千
円
、
市
負
担
金
２
億
３

８
５
４
万
３
千
円
で
あ
る
。

質
　
宿
泊
施
設
は

（
株
）
嘉

麻
ス
タ
イ
ル
が
運
営
す
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
、

市
の
直
営
施
設
と
し
て
委

託
業
者
に
よ
る
運
営
を
行

い
、
そ
の
後
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
に
つ
な
げ

た
い
。

質
　
委
託
業
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
決
ま
っ

て
い
な
い
。

質
　
宿

泊

や

レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
型
農
業
な
ど
の
運
営

委
託
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長
　
宿
泊
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
施

設
の
運
営
は
同
一
業
者
に

委
託
予
定
で
あ
る
。
体
験

型
農
業
、
観
光
な
ど
は
足

白
農
泊
協
議
会
や
市
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
連

携
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
取
組

み
を
委
託
先
に
願
う
。

質
　
開
業
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
３

月
の
開
業
を
目
指
し
て
い

る
。

質
　
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

赤
間
市
長
　
本
事
業
は
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

起
爆
剤
と
な
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。
活
性
化
の
た

め
、
来
年
３
月
の
開
業
を

目
指
し
取
組
み
た
い
。

災
害
対
策

質
　
施
政
方
針
の
中
で
、

市
の
内
部
組
織
の
災
害
に

対
す
る
体
制
強
化
と
あ
る

が
、
防
災
対
策
課
の
女
性

正
規
職
員
の
数
は
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
現

在
は
０
名
で
あ
る
。
た
だ

し
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
避
難
所
へ
は
男
女

職
員
の
配
置
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

質
　
６
月
現
在
の
市
内
に

お
け
る
全
面
通
行
止
め
箇

所
数
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
道
の

通
行
規
制
は
12
路
線
で
、

内
８
箇
所
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
行
政

質
　
３
月
に
締
結
し
た
産

廃
事
業
者
と
の
環
境
保
全

協
定
書
は
、
環
境
審
議
会

に
意
見
を
求
め
て
い
る
か
。

溝
口
環
境
課
長
　
自
然
環

境
保
全
条
例
に
基
づ
き
審

議
会
に
意
見
を
求
め
て
い

る
。

質
　
な
ぜ
３
月
議
会
で
は

な
く
５
月
の
臨
時
議
会
で

の
報
告
に
な
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
審
議
会
を
開

催
す
る
余
裕
が
な
く
、
代

表
者
で
あ
る
会
長
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、

会
長
と
の
日
程
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
。

質
　
県
か
ら
締
結
に
関
し
、

何
か
指
導
は
あ
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
市
の
条
例
に

基
づ
く
も
の
な
の
で
、
指

導
は
受
け
て
い
な
い
。

質
　
平
成
28
年
３
月
に
出

た
審
議
会
の
答
申
の
入
手

方
法
は
。

環
境
課
長
　
情
報
開
示
請

求
に
よ
り
入
手
可
能
。

質
　
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、
環
境
課
が
で
き
る

対
応
は
。

環
境
課
長
　
ゴ
ミ
や
し
尿

料
金
の
免
除
、
家
屋
へ
の

消
毒
作
業
、
ま
た
昨
年
の

豪
雨
災
害
で
は
国
の
補
助

で
あ
る
全
壊
家
屋
の
解
体

撤
去
費
用
を
助
成
し
て
い

る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
内
容
を
質
問
。

質
　
山
田
石
ヶ
崎
団
地
の

外
縁
部
に
植
樹
さ
れ
て
い

る
桜
の
木
が
倒
木
し
た
。

全
国
各
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
桜
の
倒
木
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
木

は
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か
れ

ば
枯
れ
て
し
ま
う
。
そ
う

で
な
く
て
も
、
寿
命
は
60

年
位
と
の
こ
と
だ
。
老
木

と
な
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

桜
は
ど
う
す
る
。

高
崎
土
木
課
長
　
行
政
区

と
相
談
し
、
伐
採
し
た
い
。

質
　
青
森
県
弘
前
市
は
、

剪
定
や
殺
虫
剤
散
布
、
肥

料
等
管
理
し
、
樹
齢
１
０

０
年
を
超
え
る
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
桜
が
３
０
０
本
以
上

あ
る
と
い
う
。
手
入
れ
し
、

延
命
を
図
る
べ
き
だ
。

土
木
課
長
　
研
究
し
た
い
。

危
険
な
交
差
点

質
　
漆
生
東
交
差
点
は
、

過
去
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
危
険
箇
所
だ
。
東
岩
崎

か
ら
交
差
点
に
進
入
す
る

と
、
松
山
方
面
か
ら
の
車

両
が
非
常
に
見
に
く
い
。

東
岩
崎
新
屋
敷
団
地
前
交

差
点
も
右
方
向
は
全
く
見

え
な
い
。
昭
和
橋
か
ら
漆

生
へ
の
旧
国
鉄
線
路
の
最

初
の
交
差
点
は
、
近
年
自

転
車
に
乗
っ
た
子
ど
も
が

跳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
交
差
点
は
、
生
垣
と

樹
木
が
視
界
を
妨
げ
て
い

る
。
対
策
は
ど
う
す
る
。

土
木
課
長
　
当
該
行
政
区

か
ら
要
望
書
が
上
が
り
次

第
、
生
垣
と
樹
木
を
伐
採

す
る
。

過
疎
地
の
交
通
政
策

質
　
桑
野
神
有
地
区
は
、

以
前
市
バ
ス
路
線
が
あ
っ

た
が
現
在
は
な
い
。
ふ
も

と
に
バ
ス
停
は
あ
る
が
、

高
齢
者
は
歩
い
て
行
け
な

い
。
買
い
物
、
病
院
の
通

院
に
は
車
が
必
需
品
で
、

な
い
と
生
活
で
き
な
い
。

こ
の
神
有
地
区
や
過
疎
地

の
交
通
政
策
を
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

　
現
在
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

の
計
画
を
し
て
い
る
。

質
　
路
線
外
で
も
利
用
で

き
る
の
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
路

線
が
な
く
て
も
利
用
者
宅

の
近
く
ま
で
送
迎
す
る
。

提
言
　
過
疎
対
策
の
最
も

重
要
な
施
策
の
一
つ
は
、

公
共
交
通
政
策
だ
。

※

他
に
行
政
区
交
付
金
問

題
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
質
問
。



議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1415

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

石原　浩二　議員石原　浩二　議員畠中　博文　議員畠中　博文　議員
問 (旧)足白小学校 宿泊施設
　　(カホ・アルペ)の開業時期は

答　来年３月の開業を
　 目指している

問 豪雨災害復旧工事は
　　どのくらい完了しているのか

答　本年度中に発注予定

廣瀨　公彦　議員廣瀨　公彦　議員田中　義幸　議員田中　義幸　議員
問 老木になったソメイヨシノ
　 桜はどうする

答　行政区と相談し伐採する

問 市内の全面通行止の箇所数は

答　８箇所が全面通行止と
　　なっている

質
　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
の
復
旧
費
と
し
て
30
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
３
ヶ

年
計
画
で
復
旧
す
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。
道
路
の

陥
没
や
崩
壊
、
山
林
の
地

滑
り
等
に
よ
る
崩
落
、
農

地
崩
壊
な
ど
数
百
箇
所
に

及
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で

ど
の
く
ら
い
復
旧
工
事
は

完
了
し
て
い
る
の
か
。

髙
﨑
土

木

課

長
　
道

路
、

河
川
施
設
の
災
害
箇
所
は

合
計
１
８
４
箇
所
で
、
こ

れ
ま
で
１
１
４
箇
所
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。

井
桁
農
林
振
興
課
長
　
農

業
用
施
設
の
災
害
箇
所
は

７
０
２
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
１
９
８
箇
所
の
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

林
道
施
設
の
災
害
箇
所
は

１
４
９
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
41
箇
所
の
工
事
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
現
在
工
事
中
の
箇
所

と
本
年
度
に
発
注
予
定
の

箇
所
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

土
木
課
長
　
現
在
18
箇
所

を
施
工
中
で
、
残
り
52
箇

所
は
、
今
年
度
中
に
発
注

予
定
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長
　
農
業
用

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

64
箇
所
、
残
り
４
４
０
箇

所
は
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

56
箇
所
で
、
残
り
52
箇
所

は
、
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。

意
見
　
災
害
箇
所
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
市
民
は
安

心
す
る
と
思
う
の
で
今
後

と
も
迅
速
な
対
応
を
願
う
。

二
次
災
害
へ
の
対
応

質
　
今
年
も
梅
雨
が
近
づ

い
て
い
る
。
復
旧
工
事
が

完
了
し
て
い
な
い
。
二
次

災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ

る
箇
所
の
復
旧
工
事
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長
　
職
員
が
現
地

を
確
認
し
、
応
急
工
事
が

必
要
と
判
断
し
た
箇
所
は
、

業
者
に
指
示
し
工
事
を
し

て
い
る
。
土
木
課
と
し
て

は
危
険
性
の
高
い
箇
所
、

公
共
性
の
高
い
箇
所
を
優

先
に
考
え
て
い
る
。

質
　(

旧)

足
白
小
学
校 

宿

泊
施
設

(

カ
ホ
・
ア
ル
ペ)

開
業
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
当

初
、
今
年
の
夏
頃
の
開
業

予
定
で
あ
っ
た
が
、
工
事

車
両
等
の
侵
入
路
確
保
の

関
係
か
ら
外
構
工
事
の
発

注
時
期
を
遅
ら
せ
た
こ
と
、

開
業
準
備
期
間
が
３
カ
月

で
は
な
く
最
低
で
も
６
カ

月
程
度
必
要
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

開
業
が
遅
れ
て
い
る
。

質
　
工
事
全
体
の
完
了
時

期
は
。

産
業
振
興
課
長
　
本
年
６
月

末
を
予
定
。

質
　
市
の
費
用
負
担
割
合

は
。

産
業
振
興
課
長
　
整
備
関

係
予
算
４
億
６
２
４
３
万

８
千
円
の
う
ち
、
国
庫
補

助
金
２
億
２
３
８
９
万
５

千
円
、
市
負
担
金
２
億
３

８
５
４
万
３
千
円
で
あ
る
。

質
　
宿
泊
施
設
は

（
株
）
嘉

麻
ス
タ
イ
ル
が
運
営
す
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
、

市
の
直
営
施
設
と
し
て
委

託
業
者
に
よ
る
運
営
を
行

い
、
そ
の
後
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
に
つ
な
げ

た
い
。

質
　
委
託
業
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
決
ま
っ

て
い
な
い
。

質
　
宿

泊

や

レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
型
農
業
な
ど
の
運
営

委
託
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長
　
宿
泊
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
施

設
の
運
営
は
同
一
業
者
に

委
託
予
定
で
あ
る
。
体
験

型
農
業
、
観
光
な
ど
は
足

白
農
泊
協
議
会
や
市
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
連

携
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
取
組

み
を
委
託
先
に
願
う
。

質
　
開
業
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
３

月
の
開
業
を
目
指
し
て
い

る
。

質
　
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

赤
間
市
長
　
本
事
業
は
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

起
爆
剤
と
な
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。
活
性
化
の
た

め
、
来
年
３
月
の
開
業
を

目
指
し
取
組
み
た
い
。

災
害
対
策

質
　
施
政
方
針
の
中
で
、

市
の
内
部
組
織
の
災
害
に

対
す
る
体
制
強
化
と
あ
る

が
、
防
災
対
策
課
の
女
性

正
規
職
員
の
数
は
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
現

在
は
０
名
で
あ
る
。
た
だ

し
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
避
難
所
へ
は
男
女

職
員
の
配
置
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

質
　
６
月
現
在
の
市
内
に

お
け
る
全
面
通
行
止
め
箇

所
数
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
道
の

通
行
規
制
は
12
路
線
で
、

内
８
箇
所
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
行
政

質
　
３
月
に
締
結
し
た
産

廃
事
業
者
と
の
環
境
保
全

協
定
書
は
、
環
境
審
議
会

に
意
見
を
求
め
て
い
る
か
。

溝
口
環
境
課
長
　
自
然
環

境
保
全
条
例
に
基
づ
き
審

議
会
に
意
見
を
求
め
て
い

る
。

質
　
な
ぜ
３
月
議
会
で
は

な
く
５
月
の
臨
時
議
会
で

の
報
告
に
な
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
審
議
会
を
開

催
す
る
余
裕
が
な
く
、
代

表
者
で
あ
る
会
長
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、

会
長
と
の
日
程
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
。

質
　
県
か
ら
締
結
に
関
し
、

何
か
指
導
は
あ
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
市
の
条
例
に

基
づ
く
も
の
な
の
で
、
指

導
は
受
け
て
い
な
い
。

質
　
平
成
28
年
３
月
に
出

た
審
議
会
の
答
申
の
入
手

方
法
は
。

環
境
課
長
　
情
報
開
示
請

求
に
よ
り
入
手
可
能
。

質
　
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、
環
境
課
が
で
き
る

対
応
は
。

環
境
課
長
　
ゴ
ミ
や
し
尿

料
金
の
免
除
、
家
屋
へ
の

消
毒
作
業
、
ま
た
昨
年
の

豪
雨
災
害
で
は
国
の
補
助

で
あ
る
全
壊
家
屋
の
解
体

撤
去
費
用
を
助
成
し
て
い

る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
内
容
を
質
問
。

質
　
山
田
石
ヶ
崎
団
地
の

外
縁
部
に
植
樹
さ
れ
て
い

る
桜
の
木
が
倒
木
し
た
。

全
国
各
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
桜
の
倒
木
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
木

は
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か
れ

ば
枯
れ
て
し
ま
う
。
そ
う

で
な
く
て
も
、
寿
命
は
60

年
位
と
の
こ
と
だ
。
老
木

と
な
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

桜
は
ど
う
す
る
。

高
崎
土
木
課
長
　
行
政
区

と
相
談
し
、
伐
採
し
た
い
。

質
　
青
森
県
弘
前
市
は
、

剪
定
や
殺
虫
剤
散
布
、
肥

料
等
管
理
し
、
樹
齢
１
０

０
年
を
超
え
る
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
桜
が
３
０
０
本
以
上

あ
る
と
い
う
。
手
入
れ
し
、

延
命
を
図
る
べ
き
だ
。

土
木
課
長
　
研
究
し
た
い
。

危
険
な
交
差
点

質
　
漆
生
東
交
差
点
は
、

過
去
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
危
険
箇
所
だ
。
東
岩
崎

か
ら
交
差
点
に
進
入
す
る

と
、
松
山
方
面
か
ら
の
車

両
が
非
常
に
見
に
く
い
。

東
岩
崎
新
屋
敷
団
地
前
交

差
点
も
右
方
向
は
全
く
見

え
な
い
。
昭
和
橋
か
ら
漆

生
へ
の
旧
国
鉄
線
路
の
最

初
の
交
差
点
は
、
近
年
自

転
車
に
乗
っ
た
子
ど
も
が

跳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
交
差
点
は
、
生
垣
と

樹
木
が
視
界
を
妨
げ
て
い

る
。
対
策
は
ど
う
す
る
。

土
木
課
長
　
当
該
行
政
区

か
ら
要
望
書
が
上
が
り
次

第
、
生
垣
と
樹
木
を
伐
採

す
る
。

過
疎
地
の
交
通
政
策

質
　
桑
野
神
有
地
区
は
、

以
前
市
バ
ス
路
線
が
あ
っ

た
が
現
在
は
な
い
。
ふ
も

と
に
バ
ス
停
は
あ
る
が
、

高
齢
者
は
歩
い
て
行
け
な

い
。
買
い
物
、
病
院
の
通

院
に
は
車
が
必
需
品
で
、

な
い
と
生
活
で
き
な
い
。

こ
の
神
有
地
区
や
過
疎
地

の
交
通
政
策
を
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

　
現
在
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

の
計
画
を
し
て
い
る
。

質
　
路
線
外
で
も
利
用
で

き
る
の
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
路

線
が
な
く
て
も
利
用
者
宅

の
近
く
ま
で
送
迎
す
る
。

提
言
　
過
疎
対
策
の
最
も

重
要
な
施
策
の
一
つ
は
、

公
共
交
通
政
策
だ
。

※

他
に
行
政
区
交
付
金
問

題
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
質
問
。
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○
傍
聴
場
所

・
嘉
麻
市
役
所

　
碓
井
庁
舎
３
階

（
議
場
及
び
委
員
会
室
）

○
傍
聴
手
続
き

・
傍
聴
人
受
付
名
簿
に
住

　
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記

　
　入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
傍
聴
時
の
注
意
事
項

・
議
場
で
の
言
論
に
対
し

て
拍
手
そ
の
他
の
方
法

　
に
よ
り
公
然
と
可
否
を

　
表
明
し
な
い
。

　※

こ
の
他

に
も
い
く
つ

　
　
か
注
意
事
項
が
あ
り

　
　
ま
す
。

◯
一
般
質
問
に
つ
い
て

・
時
間
制
限
は
、
質
問
45

　
分
、
答
弁
45
分
で
す
。

・
質
問
回
数
の
制
限
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

・
一
般
質
問
の
順
位
は
、

　
議
会
事
務
局
職
員
の
立

　
会
い
の
も
と
、
議
会
運

　
　営
委
員
会
の
正
副
委
員

　
長
が
行
い
ま
す
。

◎
次
の
議
会
は
、

　
８
月
29
日
に
開
会
の
予

　
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
嘉
麻
市
議

　
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
　覧
く
だ
さ
い
。

嘉
麻
市
議
会
に

行
っ
て
み
よ
う
♪

　 　市民の皆様が選んだ市議会議員の活動の場の一つである議会は、

　施政方針や、予算の使われ方などを知ることができる場所です。

　　嘉麻市をより良くするため様々な議論を行っています。

　　あなた自身の目で議会を見てみませんか。

開
会
予
定
の
１
週
間
前
に

更
新
し
て
い
ま
す
。
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熊ヶ畑ひまわり畑（昨年撮影）

消費税増税に伴う料金の見直し

委員会審査結果報告

委員会の動き

議案の結果一覧

人事案件・意見書

６月補正予算・永年の功労を表彰

特別委員会の設置

いっぱん質問

議会を傍聴してみよう

  議会だより議会だより議会だより

令和元年（2019）8月1日
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